
そ
の
起
源
は
「
出
雲
国
風
土
記
」
に
「
心と
こ
ろ
て
ん太」
と
記
述
さ

れ
た
奈
良
時
代
に
ま
で
遡
り
、
そ
の
後
、
江
戸
時
代
の
京
都

に
て
「
と
こ
ろ
て
ん
」
が
、
あ
る
偶
然
の
重
な
り
に
よ
っ
て
、

い
ま
私
た
ち
の
知
る
「
寒
天
」
へ
姿
を
変
え
た
事
が
、
の
ち

に
産
業
と
し
て
広
が
る
き
っ
か
け
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
へ
寒
天
製
造
が
入
っ
て
き
た
の
は
大
正
14
年
。
農

林
省
指
定
の
事
業
と
し
て
岩
村
町
で
農
家
の
副
業
と
し
て
取

り
入
れ
ら
れ
た
事
が
始
ま
り
で
、
最
盛
期
に
は
現
恵
那
市
内

の
９
地
区
で
約
１
３
０
に
も
及
ぶ
生
産
工
場
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
山
岡
に
入
っ
て
き
た
の
は
昭
和
５
、
６
年
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
生
産
拠
点
は
山
岡
へ
集

約
さ
れ
、
現
在
は
11
軒
残
る
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
に
入
る
と
、
刈
り
入
れ
さ
れ
た
田
ん
ぼ
の
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
干
し
場
が
広
が
り
ま
す
。
冬
の
凍
て
つ
く
朝
、
一
面

に
広
が
っ
た
干
し
場
は
朝
陽
に
当
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
と
、
と
て

も
き
れ
い
で
す
。

最
盛
期
だ
っ
た
頃
は
秋
田
県
や
新
潟
県
な
ど
か
ら
冬
の
出

稼
ぎ
と
し
て
た
く
さ
ん
の
人
達
が
働
き
に
来
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
少
数
に
な
り
ま
し
た
が
、
12
月
か
ら
翌
年
の
２

月
頃
ま
で
寝
食
を
共
に
し
、
家
族
の
様
な
お
つ
き
合
い
を
し

な
が
ら
寒
天
製
造
に
か
か
わ
っ
て
お
ら
れ
る
工
場
も
あ
り
ま

す
。そ

し
て
、
そ
の
方
達
の
食
事
の
世
話
や
心
配
り
と
い
う
大

変
な
役
割
を
女
性
の
方
達
が
家
族
と
協
力
し
な
が
ら
担
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

寒
天
業
に
於
い
て
も
多
分
に
も
れ
ず
後
継
者
不
足
に
悩
む

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
山
岡
町
が
、
国
内
の
８
割

（
細
寒
天
）
の
シ
ェ
ア
を
担
う
伝
統
産
業
と
し
て
、
い
つ
ま

で
も
守
り
続
け
て
欲
し
い
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

【
山
岡
冬
の
風
物
詩
・
寒
天
】
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新
規
就
農
者（
ト
マ
ト
）　
水
野
　
貴
義 

【
岩
村
町
飯
羽
間
】

え
え
の
お

頑
張
る
農
業
者

昨
今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
い
っ
そ
う
厳
し
く

な
り
、
今
後
は
さ
ら
に
加
速
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

う
し
た
中
、
農
業
者
・
地
域
・
消
費
者
な
ど
と
連
携
を

取
り
、
互
い
に
知
恵
を
出
し
て
農
業
を
守
り
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
大
切
と
感
じ
ま
す
。
農
業
の
課
題
と
し
て
は

担
い
手
不
足
や
耕
作
従
事
者
の
高
齢
化
、
遊
休
農
地
、

さ
ら
に
耕
作
放
棄
地
や
鳥
獣
被
害
な
ど
と
て
も
多
く
、

緊
急
に
対
策
が
必
要
で
す
。

さ
て
、
恵
那
市
農
業
委
員
会
は
新
体
制
と
な
り
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
目
的
を
持
ち

な
が
ら
目
標
を
達
成
す
べ
く
邁
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
外
で
様
々
な
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
地
域
の
視
察
で
11
月
29
日
に
愛
知
県
豊
田
市
、
30
日
に
は
静
岡
県
島

田
市
の
両
農
業
委
員
会
を
訪
問
し
ま
し
た
。

豊
田
市
で
は
「
空
き
家
に
付
随
す
る
遊
休
農
地
利
用
制
度
」
に
つ
い
て
、
農
あ
る
暮
ら
し
を
求

め
る
移
住
定
住
者
が
農
地
を
取
得
し
や
す
く
す
る
取
り
組
み
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

豊
田
市
は
移
住
定
住
施
策
で
有
名
な
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
の
高
野
政
夫
教
授
が

関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
恵
那
市
で
も
高
野
教
授
に
上
矢
作
町
、
中
野
方
町
、
飯
地
町

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
空
き
家
と
農
地
、
移
住
定
住
の
課
題
の
根
底
は
ど
の
市
も
同
じ

と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
島
田
市
で
は
「
耕
作
放
棄
地
と
担
い
手
育
成
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
世
界
農
業
遺
産

「
静
岡
の
茶
草
場
農
法
」
や
集
約
化
し
た
茶
園
の
取
り
組
み
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
制
度
利
用
の

よ
り
費
用
の
軽
減
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
農
地
中
間
管
理
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で
私
な
り
に
感
じ
得
た
こ
と
は
、
今
後
も
農
業
委
員
と
し
て
、
農
業
振
興
・
自
給

率
の
向
上
、
景
観
・
農
地
保
全
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
み
、「
発
想
・
計
画
・
実
行
」
を
繰
り
返

す
こ
と
で
恵
那
市
の
農
業
の
発
展
と
維
持
継
続
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

空き家に付随する遊休農地利用制度で活発に意見
交換をする女性委員（愛知県豊田市）

2

恵
那
市
に
移
住
す
る
前
は
10
年
以
上
会
社
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
お
金
に
対
し
て
無
頓
着
で
、
税
金
・
保
険
料
な
ど
、
す
べ
て
が
天

引
き
さ
れ
、
自
分
で
自
由
に
で
き
る
状
態
の
お
金
で
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

年
金
も
そ
の
一
つ
。
会
社
が
半
分
払
っ
て
く
れ
る
厚
生
年
金
に
入
っ
て
い
れ

ば
老
後
も
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
ん
で
す
。
た
だ
、
40
才
を
過

ぎ
、
農
業
で
生
計
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
老
後
の
生
活
に
不
安
を
抱

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
営
業
者
は
何
の
後
ろ
盾
も
な
く
、
国
民
年
金
を

満
額
支
給
さ
れ
て
も
生
活
が
厳
し
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

地
域
の
農
業
委
員
か
ら
「
農
業
者
年
金
」
と
い
う
制
度
が
あ
る
こ
と
を
聞
き

ま
し
た
。
積
立
方
式
で
あ
る
こ
と
、
保

険
料
が
全
額
控
除
さ
れ
る
こ
と
は
と
て

も
魅
力
的
で
す
。

農
業
は
多
く
の
苦
労
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
日
本
の
農
業
を
考
え
た
時
、
必

ず
し
も
マ
イ
ナ
ー
な
産
業
で
は
な
く
、

や
り
方
し
だ
い
で
は
と
て
も
魅
力
の
あ

る
仕
事
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
老

後
も
自
分
の
体
力
に
合
っ
た
農
業
を
楽

し
む
た
め
に
、
自
己
防
衛
策
と
し
て
農

業
者
年
金
は
と
て
も
良
い
制
度
だ
と
思

い
ま
す
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
し
た

恵
那
市
農
業
委
員
会
　
副
会
長
　
柘
植
　
賢
二

先
進
地
視
察
研
修
に
お
い
て

第５号平成30年１月



平成29年９月20日（水）、岩村振興事務所にて中
根さん家族の調印式が行われました。
経営者の悟さんは父親から畜産業を継承され畜

舎の規模拡大に取り組み、平成９年に認定農業者
の認定を受けるなど、地域の主要な農家として活
躍されています。また、後継者である隼人さんは、
三重県の愛農学園高等学校で農業に関する基本的
な知識・技術を習得され、本年４月から両親の元
で後継者として就農されました。現在、繁殖技術
向上等各種講習を受講するなど、積極的に生産者
としての技術習得に努められています。また、昨
年岐阜県が制定した農業の後継者育成に関する給
付金「後継者等就農給付制度」の恵那市第１号と
して意欲的に取り組んでいます。
悟さんは、「息子が後継者として就農してくれた

ことが何よりも嬉しい。今後も家族一丸となって
頑張ります。」と意気込みを語りました。

家族経営協定とは家族全員で農業経営について経営の方針や役割・就業条件や環境について取り決
め、その内容を協定書として書面化するものです。
経営者：中根　悟さん・後継者：中根隼人さん
上矢作町　畜産農家

平成29年12月19日（火）、恵那市役所会議棟に
て別府さん夫妻の調印式が行われました。
経営者である別府さん夫妻は、以前から農業経
営を希望されており、平成29年の３月にご夫婦
とお子さんの３人で大井町から移住され、５月か
らは本格的に就農準備に取り組まれています。現
在、離農農家から借り受けた農地を活用し、野
菜・水稲等の低農薬栽培を行い、市内の飲食店・
小売店等への直接販売を行うことを目標とされて
おり、新たな就農モデルとして地域活性化に寄与
されることを期待しております。
伸一さんは、「地元農業委員さんと地域の皆さ
んの協力があったおかげで希望していた就農が実
現しました。これからも夫婦で頑張っていきま
す。」と意気込みを語りました。

経営者：別府伸一さん・梢さん　夫妻
飯地町　新規就農

夏目会長（前列左）を始め、岩村町・上矢作地区担当農業委
員／農地利用最適化推進委員（後列）の立ち会いのもと、家
族協定を結ぶ中根さん家族（前列）

柘植副会長（下段中央）を始め、三郷・武並町・笠置町・中
野方町・飯地町担当農業委員／農地利用最適化推進委員の
立ち会いのもと、家族協定を結ぶ別府さん夫妻（後列中央）

特色ある委員会活動について
説明する伊藤英貴職務代理

㈲東野の圃場で説明を受ける南あわじ市
農業委員と農地利用最適化推進員

3

２家族に『家族経営協定調印式』を行いました

平成29年11月６日（月）南あわじ市農業委員会21名が、恵那市農業委
員会の特色ある委員会活動と農地利用の最適化推進における耕作放棄地

対策について、視察訪問されま
した。恵那市の状況を説明した
後、耕作放棄地対策事例として、
㈲東野の伊藤仁午代表取締役か
らの活動内容を報告後、現地を
視察されました。両市で活発な
意見交換をするなど、有意義な
時間となりました。

農業委員会からのお知らせ

南あわじ市農業委員会、恵那市へ視察訪問

第５号平成30年１月



4

初
め
て
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
え
て

日
常
生
活
の
中
で
、
あ
た
り
前
に
目
に
し
て
い
た
は
ず
の
農
地
が
、
こ
の
時

ば
か
り
は
主
役
と
な
り
、
私
の
心
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
一
〇
〇
年
先
の

人
々
に
も
、
こ
の
美
し
い
風
景
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
と
、
素
直
に
感
じ
る
ひ
と

時
で
し
た
。 

（
Ｋ
・
Ｓ
）

◆
編
集
委
員
◆

三
浦
　
寿
子
・
梅
本
　
信
枝
・
西
尾
ひ
ろ
み
・
曽
我
佳
奈
子
・
佐
藤
由
里
加

編
集
後
記

志の田寿司
～寒天が主役のヘルシーおかず～
【材料（６人分）】
　●　細寒天　……　10ｇ ●　合わせ酢　…　100cc
　●　油あげ　……　６枚 ●　みつ葉　……　１束
　●　スライスチーズ　……　１枚
　●　黒ごま　………………　少々
Ａ：醤油、みりん、砂糖、だし汁　……　適量

【作り方】　❶細寒天をよく洗ってから３等分に切り、水で戻しざるにあ
げ、合わせ酢で味付けしておく。
❷油あげの三方に切り目を入れ、開いて湯通しし、油抜きを
してからＡで味を付ける。
❸みつ葉はさっと湯通しし、❷を広げた上に❶を22本ほど乗
せ、スライスチーズの細切りを２～３本入れて巻く。
❹巻き上げたら両端から１/４のところをみつ葉で結び２つに
切る。切り口にごまをちらして盛りつける。

★小さじ１＝５cc　大さじ１＝15cc

恵那ばあちゃんの手料理帖
郷土料理レシピ

…………………………………………………………………………………
※伝えたい・残したい　恵那の味“恵那ばあちゃんの手料理帖”を参照
しました。ご希望の方は、市役所３階 農政課の窓口にて無料配布
しています。

市
民
の
皆
さ
ん
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
知
っ
て
い

ま
す
か
。

猪
や
鹿
（
鳥
獣
被
害
）
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
は
毎
年
１
回
、
市
内
の
全
農
地
の
利
用
状
況

を
調
べ
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
な
い
か
調
べ
て

い
ま
す
。

私
の
担
当
す
る
地
域
は
、
恵
那
市
の
南
端
、
串
原

で
す
。
矢
作
川
を
隔
て
愛
知
県
豊
田
市
と
接
す
る
中

山
間
地
域
で
す
。
御
多
分
に
も
れ
ず
、
地
域
の
お
よ

そ
78
・
８
％
が
山
林
で
あ
り
、
農
地
は
山
あ
い
に
点

在
し
、
法ぼ

面た

が
多
く
、
農
作
業
の
中
心
は
草
刈
り
作
業
で
あ
り
、
農
家
の
高
齢
化
が
作

業
を
難
し
く
し
耕
作
放
棄
地
の
発
生
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
み
、
担
当
地
域
の
農
地
を
見
回
り
、
ほ
ぼ
昨
年

と
変
わ
ら
な
い
状
況
で
し
た
。
数
年
前
か
ら
高
齢
化
で
稲
作
が
で
き
な
く
な
っ
た
農
地

で
新
た
に
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組
む
若
い
就
農
者
も
現
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
高
齢
化
の

中
で
園
児
や
児
童
も
増
え
、
一
服
の
清
涼
剤
と
な
っ

て
い
ま
す
。

串
原
地
域
は
全
域
で
、
必
要
な
農
地
の
土
地
改
良

は
終
わ
っ
て
お
り
、
現
在
、
経
年
劣
化
に
よ
り
修
繕

が
必
要
と
な
っ
た
圃
場
や
用
排
水
路
の
工
事
が
徐
々

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
年
間
１
回
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
な

が
ら
、
耕
作
放
棄
地
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
新
規
就

農
者
や
移
住
者
の
方
々
へ
の
就
農
支
援
を
推
し
進
め
、

地
域
の
営
農
組
織
と
力
を
合
わ
せ
農
地
の
利
用
集
積

な
ど
新
た
な
取
組
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
地
域
の
実
態
を

高
齢
化
と
鳥
獣
被
害
が
中
山
間
地
域
の
農
業
を
難
し
く
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